
標準品仕様（平歯車）
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精度規格の話

どこの国でも“精度規格”はその時代の

環境に合わせて見直しが行われますので、

永遠不変のものではありません。規格表

の利用に際しては、いつ公布されたもの

かを確かめて間違いのないようにする必

要があります。現在（1997年）日本では

歯車かみあい誤差の規格として右記の

ものが適用されております。

JGMA116－01（平歯車及びはすぼ歯車の両歯面総合か

みあい誤差）1960年に制定。当時は“かみあい”に関し

て日本では唯一の規格であったので国内で広く使われて

きました。

JGMA116－02（平歯車及びはすぼ歯車のかみあい精度）

1983年、前項の規格を国際（lSO）規格に整合させるた

め改定。各等級別の許容値はJGMA116－01に比べ全般

に甘くなっています。

JISB1752（1989）（平歯車及びはすは歯車の測定方法）

従来の規格JISB1752（1962）が見直された機会に両歯

面かみあい誤差の測定方法と結果の処理方法が規定さ

れました。これにより、JISで定められた誤差は以下の8項

目となりました。（1）歯形誤差（2）歯スジ方向誤差（3）歯

ミゾのフレ（4）単一ピソチ誤差（5）隣接ピソチ誤差（6）累

積ピソチ誤差（7）法線ピッチ誤差（8）両歯面かみあい誤

差　但ulSB1702－1976（平歯車及びはすは歯車の精度）

で等級別許容値が定められているのは（1）～（7）の7項

目で、かみあい誤差に対しては定められておりません。従っ

て現在、等級表示が必要な場合はJGMAの規格によ

ります。なお、このたび新しい国際ISO規格が制定され

ることになり、間もなく日本でも国家規格化（JlS化）される

見通しです。この規格では、両歯面かみあい誤差に関して

も等級別許容値が定められています。

近年、海外との取引が多くなるに従い米国歯車工業会

規格（AGMA）、ドイツ国家規格（DIN）等を採用した歯車

の仕様が多く見受けられます。これら諸外国の規格も将

来ISO規格と同一化され、新JlS規格と全く同じになると

思われます。
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